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本日の内容

• 今年度の課題と改善

– 年間を通した視点

– 単元の視点

– 授業方法や教具の視点

• まとめ



東京都立町田高等学校 情報科

【再掲】年間を通した視点

• 年間指導計画を再考する

– 単元の順番

– 「大きな実習」の順番・整理

– 単元の時間数調整

– 関連内容の整理



東京都立町田高等学校 情報科

基礎技能・知識（PCやネットワークの利用とマナー）

第１章 情報社会と問題解決

第４章 情報通信ネットワークとデータの活用
（ネットワーク・セキュリティ）

令和４（2022）年 令和５（2023）年

基礎技能・知識（PCやネットワークの利用とマナー）

第４章 情報通信ネットワークとデータの活用
演習（アンケート実習）

第１章 情報社会と問題解決

第２章 コミュニケーションと情報デザイン
（デジタル化［反転授業］ ・Web実習）

第３章 コンピュータとプログラミング
（プログラミング・モデル化とシミュレーション）

第２章 コミュニケーションと情報デザイン
（デジタル化［反転授業］）

第２章 コミュニケーションと情報デザイン
（Web実習）

第３章 コンピュータとプログラミング
（プログラミング・モデル化とシミュレーション）

第４章 情報通信ネットワークとデータの活用
（ネットワーク・セキュリティ・問題解決実習）

１
学
期

２
学
期

３
学
期
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【再掲】実習内容と時間の再検討

コンピュータのしくみ（論理回路）

コンピュータのしくみ（演算と計算の限界）

コンピュータと情報処理（アルゴリズムの基礎）

アルゴリズムとプログラム（アルゴリズムの表現方法）

アルゴリズムとプログラム（言語による表現：変数と演算）

アルゴリズムとプログラム（言語による表現：配列と関数）

アルゴリズムとプログラム（言語による表現：制御構造）

アルゴリズムとプログラム（課題制作１：問題の発見）

アルゴリズムとプログラム（課題制作２：試作と実装）

アルゴリズムとプログラム（課題制作３：評価改善）

モデル化とシミュレーション（モデルの種類・状態遷移図）

モデル化とシミュレーション（確定的な数式モデル）

モデル化とシミュレーション（確率的な数式モデル）

モデル化とシミュレーション（課題制作１：問題の発見）

モデル化とシミュレーション（課題制作２：試作と実装）

モデル化とシミュレーション（課題制作３：評価改善）

コンピュータとプログラミング（論理回路）

コンピュータとプログラミング（四則演算）

コンピュータとプログラミング（計算の限界）

コンピュータとプログラミング（アルゴリズムの表現方法）

コンピュータとプログラミング（言語による表現：変数と演算）

コンピュータとプログラミング（言語による表現：配列と関数）

コンピュータとプログラミング（言語による表現：制御構造１）

コンピュータとプログラミング（言語による表現：制御構造２）

モデル化とシミュレーション（状態遷移図）

モデル化とシミュレーション（確定的な数式モデル）

モデル化とシミュレーション（確率的な数式モデル）

プログラミングとシミュレーション（課題制作１：問題の発見）

プログラミングとシミュレーション（課題制作２：試作と実装）

プログラミングとシミュレーション（課題制作３：試作と実装）

プログラミングとシミュレーション（課題制作４：評価改善）

令和４（2022）年 令和５（2023）年
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【再掲】進め方の再検討

コンピュータとプログラミング

• プログラミング言語（Python）の基本的な技術

– 令和４年度まで

•教員がデモンストレーションをしながら一斉に

– 令和５年度から

•外部のサービス・チュートリアル等を用いて、個別にドリル形式で
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【再掲】実習内容と時間の再検討

コンピュータのしくみ（論理回路）

コンピュータのしくみ（演算と計算の限界）

コンピュータと情報処理（アルゴリズムの基礎）

アルゴリズムとプログラム（アルゴリズムの表現方法）

アルゴリズムとプログラム（言語による表現：変数と演算）

アルゴリズムとプログラム（言語による表現：配列と関数）

アルゴリズムとプログラム（言語による表現：制御構造）

アルゴリズムとプログラム（課題制作１：問題の発見）

アルゴリズムとプログラム（課題制作２：試作と実装）

アルゴリズムとプログラム（課題制作３：評価改善）

モデル化とシミュレーション（モデルの種類・状態遷移図）

モデル化とシミュレーション（確定的な数式モデル）

モデル化とシミュレーション（確率的な数式モデル）

モデル化とシミュレーション（課題制作１：問題の発見）

モデル化とシミュレーション（課題制作２：試作と実装）

モデル化とシミュレーション（課題制作３：評価改善）

コンピュータとプログラミング（論理回路）

コンピュータとプログラミング（四則演算）

コンピュータとプログラミング（計算の限界）

コンピュータとプログラミング（アルゴリズムの表現方法）

コンピュータとプログラミング（言語による表現：変数と演算）

コンピュータとプログラミング（言語による表現：配列と関数）

コンピュータとプログラミング（言語による表現：制御構造１）

コンピュータとプログラミング（言語による表現：制御構造２）

モデル化とシミュレーション（状態遷移図）

モデル化とシミュレーション（確定的な数式モデル）

モデル化とシミュレーション（確率的な数式モデル）

プログラミングとシミュレーション（課題制作１：問題の発見）

プログラミングとシミュレーション（課題制作２：試作と実装）

プログラミングとシミュレーション（課題制作３：試作と実装）

プログラミングとシミュレーション（課題制作４：評価改善）

令和４（2022）年 令和５（2023）年

オンライン
プログラミングツール

を活用
（「状態遷移図」は除く）
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昨年度まで：自作教材を活用
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昨年度まで
まずはインタープリターで ある程度進むと、テキストエディタで保存し別ファイルを実行

情報デザインでの
CUI,GUIの指導にも

関連付けて

Web制作でも
テキストエディタは
利用しており
慣れている

保存時の
文字コードの
復習も！
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本年度は・・・
まずはオンラインサービスで演習 課題制作は、テキストエディタで保存し別ファイルを実行

必要に応じて
ヘルプ等を参照

ブラウザベースなので
一人1台端末を活用し
好きなタイミングで
予習・復習を
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オンラインサービスに求めたこと

• PythonがWebベースで生徒自身のタイミングで練習可能

• わからない生徒向けにヒントやフォローアップが充実

• 無料で活用できる

• ある程度の自由度があり、自作の教材と併用できる

• 個人情報に配慮され、取り組み状況を教員が把握できる

• 演習問題が充実

• スモールステップと適度な難易度である
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「プログル情報」

• 特定非営利法人みんなのコード

• https://high.proguru.jp/

https://high.proguru.jp/
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順次・反復・判断の
基本部分

順番に解説しながら
演習形式で実施

分かる生徒は
どんどん自分で進め、

他の生徒に
教えてあげることを

推奨

応用的な部分

本年度は
授業では実施しない

（やりたい生徒は
取り組む程度）
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基本を一通り行いつつ課題を

11月末までの課題として配信、教えあい自由。（答え丸写しはダメ！）
→ 自由課題対策・テスト対策も兼ねて
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「ヒント機能」の活用

→ 後述
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実習 乱数で「何か」を作ろう

• 乱数と、判断分岐または繰り返しの機能を使って、「何か」のプログラム
を「グループで最低１つ」作ろう。

• 楽しいもの、役に立ちそうなもの、など、何でもOK。

• 意味がわからないものはダメ。誹謗中傷も厳禁！！

• グループ作業です。グループ内はたくさん助け合ってください。

ただし、この時間はグループ以外の人と相談するのは禁止！

• グループメンバー全員が、同じプログラムを再生できるように打ち込み作
成しておいてください。

• 本日残り時間を入れて３回が作業時間です。
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教員がサンプルを提示
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プログラミングと問題解決（発表）

情報Ⅰ 第39回授業

05コンピュータとプログラミング

Copyright(C)2013 Tsutomu Ohara  All rights reserved
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本日の作業

Plan
問題を明確化する
要件の定義

プログラミングの設計

Do
プログラムの試作

Check
プログラムの評価

Reserch
情報を収集する
問題を発見する

Act
プログラムの改善

・運用
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発表の進め方

発
表
の
打
合
せ
（５
分
）

発表グループで
デモンストレーション

１概要説明

・実演
・プログラムの解説
・工夫した点
・課題 など

（合計3分）

見学者のコメント

（一人ずつ）

・良かった点
・改善提案

をコメントする

（合計２分）

※この時間帯に、不
明な点や質問のやり
とりをすると良い

指
摘
さ
れ
た
箇
所
の
吟
味

修
正
作
業
（終
了
時
刻
ま
で
）
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どのような点が楽しかったり楽しくなかったりしましたか。

「UserLocal AIテキストマイニング」 https://textmining.userlocal.jp/
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単語出現頻度

「UserLocal AIテキストマイニング」 https://textmining.userlocal.jp/



東京都立町田高等学校 情報科「UserLocal AIテキストマイニング」 https://textmining.userlocal.jp/
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東京都立町田高等学校 情報科「UserLocal AIテキストマイニング」 https://textmining.userlocal.jp/



東京都立町田高等学校 情報科「UserLocal AIテキストマイニング」 https://textmining.userlocal.jp/
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東京都立町田高等学校 情報科「UserLocal AIテキストマイニング」 https://textmining.userlocal.jp/



東京都立町田高等学校 情報科「UserLocal AIテキストマイニング」 https://textmining.userlocal.jp/
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具体的な記述より

• どこが間違っているか分からず時間がかかっていた時にAIヒントを使ったことでイン
デントがあっていないことが分かりすぐに作業を進められた。

• 書いたコードの何行目がどう違っていて別のどのやり方で書けばいいのかを教えて
もらった。例えば空白が足りなかったり余分なコードの指摘があったりとヒントをもら
った。

• プログラムにカッコをつけ忘れたり、改行ミスなど、指示文の内容ではなく文法的な
ところの間違いを指摘してくれる場面で役に立った。

• 「if」「elif」「else」の使い方が合っているか確認する時に一番役に立った。

• 自分では合っていると思っているのに実はカンマをつけていなかったり、セミコロンを
つけていなかったりと、非常に気づきにくい些細なミスをしている時に役に立った。
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まとめ

• オンラインサービスの活用は非常に効果的

– 「自分のペースで」「どこででも」「わからない所をすぐ聞ける」環境

– 生徒の個人差を埋め、生徒どうしの教えあいも活発に

– 「どの部分を」「どのように活用するか」という設計は重要

• プログラミングを「楽しかった」と思っている生徒は多い

– 実は、「ケアレスミス」で動かず嫌になっている？

– 「いつでも機械にフォローしてもらえる」環境は非常に有益

• サービスでカバーしきれない内容のフォローも必要
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まとめ： 教員も問題解決

Plan
問題を明確化する
原因を考える

解決方法を決める

Do
解決策を実行する

Check
正しく実行されているか

確認する

Reserch
情報を収集する
問題を発見する

Act
計画通りでない箇所を

処置する

昨年度の経験から、
より効果的な授業と
なるように設計を！

授業やテストで
生徒の様子を
確認

どこで生徒が
戸惑っているか
良く観察・分析

いろいろな
レベルでの
授業改善を！



参考文献等

• 文部科学省 「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編 平成30年
7月」 開隆堂（2019）

• 黒上晴夫 堀田龍也 村井純 編 「情報1」 日本文教出版（20２２）

• 特定非営利活動法人みんなのコード 「プログル情報」
https://high.proguru.jp/

• UserLocal 「AIテキストマイニング」https://textmining.userlocal.jp/

• 小原格 「情報科準備室～小原研究室」

http://www.johoka.info/ （2024.1.8参照）

https://high.proguru.jp/
https://textmining.userlocal.jp/
http://www.johoka.info/
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